
　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が「
か
る

た
」を
通
じ
て
町
の
文
化
や
地
域
の

名
所
を
学
べ
る
よ
う
に
と
、元
教
育

長
の
若
尾
敏
夫
さ
ん（
西
条
）が
考

え
た
原
案
を
元
に
、町
内
３
小
学
校

の
教
諭
や
文
化
財
審
議
委
員
な
ど

が
、読
み
や
す
さ
や
使
い
や
す
さ
に

配
慮
し
な
が
ら
約
１
年
か
け
て
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

 

ま
た
、取
り
札
の
右
下
に
は
町
の

代
表
的
な
農
作
物
で
あ
る
ナ
ス
の

マ
ー
ク
が
１
～
４
個
付
い
て
い
て
、
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昭和町教育委員会（☎ 275-3737)
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教
育
長
報
告
事
項

•
４
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つ
い
て

•
新
年
度
の
主
な
取
り
組
み
、事
業
に

つ
い
て

•
平
成
29
年
度
中
北
地
区
教
育
委
員
会

連
合
会
総
会
に
つ
い
て

•
関
東
甲
信
越
静
市
町
村
教
育
委
員
会

連
合
会
総
会
に
つ
い
て

•
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
実
施
に
つ
い
て

•
総
合
教
育
会
議
の
開

催
に
つ
い
て

•
管
理
主
事
地
教
委
訪

問
に
つ
い
て

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•
青
少
年
、一
般
、教
職
員
の
海
外
派

遣
事
業
に
つ
い
て

•「
昭
和
町
ふ
る
さ
と
か
る
た
」に
つ

い
て　

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
予
算
の
執
行
に
つ
い
て

•
教
育
委
員
の
学
校
訪
問
に
つ
い
て

•
教
育
課
程
の
説
明
に
つ
い
て　

他

議
事（
協
議
事
項
）

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

◎	
４
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審

議
内
容（
５
月
承
認
の
概
要
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
年
度
の
昭
和
町
民
会
議
総
会
が

５
月
25
日（
木
）に
各
地
区
の
青
少
年

育
成
に
関
わ
っ
て
い
る
各
組
織
・
学

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、24
の
関
係
団
体

代
表
者
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
町
民
会
議
は
、昭
和
町
第
６

次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
踏
ま

え
、家
庭
・
地
域
・
学
校
・
関
係
諸

団
体
の
連
携
の
も
と
に
、町
民
が
一

体
と
な
っ
て
啓
発
活
動
や
各
種
事
業

を
推
し
進
め
、青
少
年
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で

す
。

  

今
年
度
の
活
動
方
針
と
し
て
、次

の
３
つ
の
柱
を
掲
げ
、取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◇
家
庭
づ
く
り

　（
人
間
形
成
の
基
礎
は
家
庭
か
ら
）

   

親
が
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
認
識

し
、家
庭
で
の「
し
つ
け
」の
あ
り
方

や
親
の
役
割
等
に
つ
い
て
見
直
す
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
、広
報
啓
発
活

動
等
を
通
し
て

支
援
を
し
て
い

き
ま
す
。

◇
地
域
づ
く
り

（
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り

育
て
る
）

   

地
域
住
民
の
開
か
れ
た
人
間
関
係

を
構
築
し
、地
域
が
一
体
感
を
持
っ

た
主
体
的
な
組
織
づ
く
り
と
取
り
組

み
を
重
視
し
、こ
れ
を
支
援
し
ま
す
。

◇
環
境
づ
く
り

（
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変

わ
る
）

   

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
こ
の
時
代
、社
会

環
境
の
浄
化
に
努
め
、安
全
で
安
心

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　

今
年
の
春
、小
学
校
に
入
学
さ
れ

た
児
童
の
皆
さ
ん
も
、少
し
ず
つ
学

校
に
慣
れ
て
、ご
家
庭
で
も
授
業
の

こ
と
や
学
校
で
の
出
来
事
な
ど
の
話

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
中
、各
小
学
校
で
新
入
生

保
護
者
試
食
会
が
行
わ
れ
、給
食
の

準
備
か
ら
片
づ
け
ま
で
を
体
験
し
、

試
食
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
試
食
会
で
は
、給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
よ
り
、給
食
セ
ン
タ
ー
の

概
要
や
給
食
費
、給
食
の
献
立
表
を

用
い
た
話
題
作
り
の
話
を
い
た
し
ま

し
た
。ま
た
、栄
養
教
諭
・
栄
養
職
員

か
ら
は
学
校
給
食
の
目
標
や
学
校
給

食
の
食
事
内
容
、ま
た
、食
育
に
つ
い

て
の
話
や
箸
の
正
し
い
使
い
方
を
各

家
庭
で
学
べ
る
キ
ッ
ト
の
説
明
と
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
か
ら
の「
お
い
し
か
っ

た
」の
言
葉
や
笑
顔
が
、給
食
セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
。今
年
も
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う

と
決
意
を
新
た
に
し
た
一
日
で
し

た
。

　

最
後
に
給
食
費
納
入
に
つ
い
て
の

　

５
月
10
日
～
12
日
に
行
わ
れ
た
第

69
回
山
梨
県
高
校
総
合
体
育
大
会
で
、

甲
府
昭
和
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
４

位
に
な
り
ま
し
た
。部
員
19
名
の
う
ち

10
名
が
押
原
中
学
校
出
身
で
す
。

　

３
年
生
の
部
長
清
水
優
衣
さ
ん
の

感
想
で
す
。

　
「
私
た
ち
は
、総
合
体
育
大
会
で
、

甲
斐
清
和
高
校
に
勝
利
し
、目
標
で

あ
っ
た
ベ
ス
ト
４
に
入
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。甲
斐
清
和
高
校
は
、前
大

会
で
３
位
に
入
っ
て
お
り
、新
チ
ー

ム
に
な
っ
て
か
ら
、目
標
の
チ
ー
ム

で
し
た
。

　

今
回
の
甲
斐
清
和
戦
で
は
、序
盤
、

な
か
な
か
点
が
入
ら
ず
０
─
０
の
ま

ま
で
し
た
が
、終
盤
に
な
り
、ヒ
ッ
ト

で
２
点
を
先
制

し
ま
し
た
。そ
の

後
、１
点
返
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し

た
が
、上
田
花
音

の
ナ
イ
ス
ピ
ッ

チ
ン
グ
と
堅
い

守
備
で
守
り
切

り
、ベ
ス
ト
４
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
今
回
の
目
標
は
達
成

さ
れ
ま
し
た
が
、新
た
な
目
標
に
向

か
い
チ
ー
ム
一
つ
と
な
り
、立
ち
向

か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
人
に
勇
気
・
希
望
・
感

動
を
与
え
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る

た
め
、さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。」

部
員
紹
介（
押
原
中
学
校
出
身
）

笠
井　
春
香（
１
年
）

藤
田　
百
香（
１
年
）

蓮
沼　
有
彩（
２
年
）

小
澤　
美
紀（
２
年
）

田
島　
歩
波（
２
年
）

望
月　
芽
衣（
２
年
）

清
水　
優
衣（
３
年
）

花
輪　
晶
帆（
３
年
）

上
田　
花
音（
３
年
）

萩
原　
瑠
菜（
３
年
）

昭
和
町
民
会
議

給
食
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
課

甲
府
昭
和
高
校

教
育
委
員
会

お
願
い
で
す
。給
食
費
は
、口
座
振
替

で
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。手

続
き
が
ま
だ
の
方
、口
座
を
変
更
し

た
い
方
は
、給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、振
替
依
頼

書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

振
替
日
は
、毎
月
末（
休
日
の
場
合

は
次
の
平
日
に
変
更
）に
な
っ
て
お

り
ま
す
。給
食
費
は
、給
食
の
材
料
を

購
入
す
る
費
用
に
充あ

て
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、残
高
不
足
が
無
い
よ
う
に
、

月
末
に
は
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、そ
の
月
の
振
替
日
に
つ
い

て
は
、広
報
の
カ
レ
ン
ダ
ー
ペ
ー
ジ

に
も
毎
月
他
の
税
金
等
と
一
緒
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ

さ
い
。

総
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

４
位
！

●●●

●●●

『
昭
和
町
ふ
る
さ
と
か
る
た
』を
作
成
し
ま
し
た

●●●

●●●

給
食
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、３
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た

●●●

●●●

町
民
会
議
総
会
を
開
催

●●●

●●●

一
発
逆
転
が
で
き
る
な
ど
、通

常
の
か
る
た
と
は
少
し
変
わ
っ

た
ア
レ
ン
ジ
が
さ
れ
て
お
り
、

違
っ
た
楽
し
み
方
も
あ
り
ま

す
。

 

ふ
る
さ
と
か
る
た
は
、１
セ
ッ

ト
1
5
0
0
円
で「
町
生
涯
学

習
課
」と
西
条
新
田
区
に
あ
る

「
風
土
伝
承
館 

杉す
ぎ
う
ら
い
い
ん

浦
醫
院
」の

２
カ
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
） ▲ 昭和町ふるさとかるた

▲ 身近な場所の再発見があるかも
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『なつさがし』 『世界冒険アトラス』 『	絵をかいていちんち
まど・みちお 100歳の画集』

　杉田比呂美/作
講談社

レイチェル・ウィリアムズ/文
ルーシー・レザーランド/絵

徳間書店

まど・みちお/著
新潮社

　ある夏の日、1人の女の子が夏
をさがしに出かけました。
　熱くなった石ころやぱりぱり
に乾かした洗濯物など、いろいろ
な夏に出会います。
　みなさんもこの女の子のよう
に、たくさんの夏をさがしてみて
ください。

　「平凡な日常から抜け出して、大冒
険したい！」「でも、どこで何をした
らいいのかわからない…」と思ってい
る方必見の1冊。砂漠でラクダに乗っ
たり、ゾウといっしょに水あびしたり
…その国の文化や自然を体験しつつ、
わくわくどきどきもできる冒険の旅
をご紹介。一人で読むのはもちろん、
親子で一緒に読んでも楽しいです。

　「ぞうさん」で知られる、詩人の
まどみちおは、抽象画の画家でも
ありました。自身が描いた理由を

「わからんことがある。わからん
ことがある方が、なおさら自分に
とっては魅力的」と面白がる姿に
は、奥深さが感じられます。
　創作家まどさんの知らなかっ
た一面を、ぜひご覧下さい。

◦7月の休館日
	 3日	（月）・10日（月）
	17日	（月・祝）、24日（月）、
	28日	（金・月末整理日）
	31日	（月）

イベントのお知らせ ※原則申し込み不要　

今月のおすすめ本

◦第18回大人のためのおはなし会 ◦わたしのつくった絵本展
　大人が楽しめるおはなし会です。
　心安らぐ癒しのひとときをお過ごしください。

　一つ一つ丁寧に作られた、手づくり絵本の
世界をお楽しみください。

日時	 7月16日（日）午後2時〜
場所	 図書館・視聴覚室
出演　	ききみみずきんおはなしの会
　　　※事前にお申し込みください

日時　7月1日（土）〜2日（日）
	 午前10時～午後5時
場所　図書館・視聴覚室
主催　	山梨手づくり絵本の会

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などを
お楽しみください。
日時　7月1日（土）午前11時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

◦0,1,2歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽し
みください。
日時　7月20日（木）午前11時～
対象　0,1,2 歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

◦おはなし探検隊
　おはなし、絵本、そして楽しい
工作も用意しています。
日時　7月22日（土）午後2時～
対象　小学生
場所　図書館・視聴覚室
　　　※事前にお申し込みください

夏休み
スペシャル

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.110

7月の粗大ごみの日は24日（月）です。当日の朝、総合体育館駐車場に出してください。
“そのごみ、本当に粗大ごみ？”　
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

〝
今
年
も
〟役
場
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
か
ら

美
味
し
い『
役
場
野
菜
』が
育
っ
て
い
ま
す
！

美
し
い
水
田
景
観
を
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う

農
地
保
全
助
成
金
の
ご
案
内

　

昭
和
町
で
は
、農
業
の
活
性
化
と
調
和
の
と
れ
た
水
田
景
観
の
形
成
を
目
的
と
し

て
、農
業
振
興
地
域
内
で
水
稲
を
作
付
す
る
方
に
、助
成
金
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
助
成
金
を
交
付
し
た
方
に
は
、個
別
に
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
が
、今

年
度
新
た
に
申
請
す
る
方
は
、環
境
経
済
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

対 

象 

者　

	

昭
和
町
在
住
で
、昭
和
町
農
業
振
興
地
域
内
で
今
年
度
５
０
０
㎡
以
上
、

水
稲
を
作
付
す
る
方

 

助
成
金
額	

１
０
０
㎡
あ
た
り
８
０
０
円（
た
だ
し
、８
万
円
を
上
限
と
す
る
）

 

申
請
期
限	

平
成
29
年
７
月
31
日（
月
）

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
と
は
、ゴ
ー
ヤ
ー
等

の
ツ
ル
植
物
を
活
用
し
た
天
然
の
カ
ー

テ
ン
で
す
。直
射
日
光
を
遮
る
だ
け
で

は
無
く
、葉
の
蒸
発
作
用
に
よ
っ
て
涼

し
く
な
り
、美
味
し
い
野
菜
や
花
を
楽

し
ん
だ
り
も
で
き
ま
す
！

　

役
場
で
も
、緑
の
カ
ー
テ
ン
を
作
っ
て
８
年
目
。

　

今
年
も
、ゴ
ー
ヤ
ー
を
始
め
と
す
る
野
菜
が
育
っ
て
い
ま
す
。

 

野
菜
が
育
っ
た
ら
、お
譲
り
し
ま
す
！

　
毎
年
、役
場
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
か
ら
は
、

沢
山
の
野
菜
が
収
穫
で
き
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
野
菜『
役
場
野
菜
』と
し
て
、

ご
希
望
の
方
に
お
譲
り
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
だ
と
７
月
の
初
旬
か
ら
収
穫
出
来

ま
す
。収
穫
の
有
無
に
つ
い
て
は
、環
境
経

済
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
役
場
野
菜
を
お
持
ち
帰
り
の
方
に
、緑
の
募
金
使
途
限
定
募
金
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。募
金
は
、震
災
被
災
地
の
緑
化
に
よ
る
復
興

支
援
に
充あ

て
ら
れ
、昨
年
ま
で
に
１
万
９
千
円
以
上
の
善
意
を
、東

北
と
熊
本
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
金
額
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、今
年
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

山梨県商工会連合会

経営指導員募集案内
受  験  資  格

（ア）	 大学卒業者であって、商工鉱業・サービス業の指導業務又は、
企業の総務・企画・経理・金融・営業等部門の専門的な業務に
最近 5 年のうち 2 年以上従事した経験を有する者

（イ）	 短期大学等卒業者であって、商工鉱業・サービス業の指導業務
又は、企業の総務・企画・経理・金融・営業等部門の専門的な
業務に最近 5 年のうち 3 年以上従事した経験を有する者

（ウ）	 商工鉱業・サービス業の指導業務又は、企業の総務・企画・経理・
金融・営業等部門の専門的な業務に最近 7 年のうち 5 年以上従
事した経験を有する者

（エ）	 経営指導員として相応しい公的資格を有する者
　　  （中小企業診断士・税理士・公認会計士）
採  用  人  員　	 若干名
採 用 予 定 日	 平成 30 年 4 月 1 日
募  集  期  間　	 平成 29 年 6 月 12 日（月）から 8 月 10 日（木）
試　      　験　	 書類選考（書類選考により 1 次試験受験者を決定）
　　　　　	 1 次試験 9 月 17 日（日）（一般教養・職場適応性検査）
給与・待遇等	 商工会統一規程による
問 い 合 わ せ	 〒 400-0035　甲府市飯田 2-2-1 中小企業会館 3 階
	 山梨県商工会連合会　総務課　Tel055-235-2115
	 http://www.shokokai-yamanashi.or.jp
	 （詳細は、山梨県商工会連合会 HP に掲載されています）

昨年７月の様子昨年のゴーヤー！
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社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　〒 409-3864 昭和町押越 616　☎ 275-0640  FAX 275-6497　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL  http://www.town.showa.yamanashi.jp/other/syakyou/index.html

－社協だより－
　　　　　 まごころ   第 239 号

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
町
か
ら
委
託
を
受
け
、結
婚
相
談

所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。町
か
ら
推
薦
を
受
け
た
相
談
員
７
名

が
、無
料
で
結
婚
に
つ
い
て
の
相
談
や
結
婚
相
手
探
し
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。登
録
制
で
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。ま

た
、年
に
２
回
登
録
者
以
外
の
方
も
対
象
に
し
て「
ふ
れ
あ
い

パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
催
し
、出
逢
い
の
場
の
提
供
も
行
っ
て
い
ま

す
。ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
、町
結
婚
相
談
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
に
、対
象
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、ぜ
ひ
登
録
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

昭
和
町
結
婚
相
談
所
を

ご
存
じ
で
す
か
？

7月の予定 （時間・場所等については、社協までお問い合せください）
7月　6日、13日

20日、27日 運動指導事業（健康体操教室）

7月10日（月) いきいきふれあいサロン河西

7月11日（火) ふれあいサロン押越
築地新居いきいきふれあいサロン

7月12日（水) スマイルサロン（西条新田）
7月14日（金) いきいきふれあいサロン上二
7月15日（土) 飯喰ふれあいサロン
7月18日（火) 西条一区いきいきふれあいサロン
7月20日（木) いきいきふれあいサロン上河東

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

昭和町母子寡婦福祉会では
新規会員さんを募集しています

《
完
全
登
録
制
》

◆
料　
金　
無
料

◆
年　
齢　
男
性
50
歳
ま
で
／
女
性
45
歳
ま
で

◆
対
象
者　
県
内
在
住
の
方
（
町
内
外
問
い
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
※
そ
の
他
条
件
あ
り

◆
相
談
日　
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
ま
で
（
予
約
不
要
）

　
（
詳
細
は
社
協
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

《
平
成
28
年
度
》

　
　
ご
成
婚
し
た
方　
６
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
登
録
者
同
士
の
結
婚
は
３
組
）

　
　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ　
計
11
組

お
問
い
合
せ

　
［
電
話
］
町
結
婚
相
談
所（
☎
2
7
5
‐
1
8
8
1
）（
直
通
）

　
［
Ｈ
Ｐ
］
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
⇨
相
談
す
る
⇨
昭
和
町

　
　
　
　

 

結
婚
相
談
所

　

こ
の
制
度
は
、経
済
的
に
困
窮
し
、最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
の
あ

る
方
に
対
し
て
、個
々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
、自
立
の
促
進
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
の
困
り
事
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、ま
ず
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。支
援
員
が
相

談
を
受
け
て
、ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
一
緒
に
考
え
、具
体
的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、寄
り
添

い
な
が
ら
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
地
域　
　
昭
和
町
及
び
峡
南
地
域
の
町
な
ど
の
県
内
町
村

　
受
付
時
間　
　
月
曜
日
～
金
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
※
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み

相
談
・
問
い
合
わ
せ　

	

山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会

	

（
☎
０
９
０
‐
４
８
１
５
‐
４
１
４
０
、 

☎
０
９
０
‐
３
１
４
７
‐
４
１
４
０
）

～昭和町母子寡婦福祉会とは？～
　町内の母子・寡婦のひとり親家庭の自主的な集まり
です。「しあわせづくりは自分たちの手で」と会員相互
の交流と親睦・自立支援のための活動を中心に、町の
関係機関等から支援を受けて多様な活動をしていま
す。ご入会をお待ちしています！
  入会方法　	 年会費500円を町社会福祉協議会内の

母子寡婦福祉会事務局へお持ちいただ
き、申込書をご記入ください。

 お問い合せ　 母子寡婦福祉会事務局 ☎275-0640
　　　　　　　　 （土日・祝日を除く午前9時から午後5時まで）

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その151国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

国
民
年
金
の
し
く
み

月
）で
す
。ま
だ
、請
求
手
続
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、今
す
ぐ
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ご
予
約
の
う
え
、年
金
事
務
所
に

て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

 

役
場
町
民
窓
口
課（
直
通
）

（
☎
2
7
5
‐
8
2
6
4
）

 

竜
王
年
金
事
務
所

（
☎
2
7
8
‐
1
1
0
0
）

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５
）

　

国
民
年
金
か
ら
は
、公
的
年
金
の

加
入
者
す
べ
て
に
共
通
し
た「
基
礎

年
金
」が
受
け
ら
れ
ま
す
。基
礎
年
金

に
は
、65
歳
に
達
し
た
と
き
に
受
け

と
れ
る「
老
齢
基
礎
年
金
」、病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
に
受
け

と
れ
る「
障
害
年
金
」、被
保
険
者
や

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が

死
亡
し
た
と
き
に
一
定
の
要
件
を
満

た
す
遺
族
が
受
け
と
れ
る「
遺
族
基

礎
年
金
」の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、年
金
制
度
に
加
入
し
、保
険
料
を

納
め
て
受
給
資
格
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、保
険
料
を
未
納
に

す
る
と
、万
が
一
の
と
き
に
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。保
険
料

の
納
付
が
困
難
の
と
き
に
は
、免
除

制
度
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
っ
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場

合
は
、保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。免
除
の
申
請
を
行
い
、

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
所
得
や

失
業
、災
害
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
、

審
査
と
承
認
を
経
た
う
え
で
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

● 
50
歳
未
満
の
人
に
は
納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
人
が
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
場
合
に
は
、納
付
猶
予
制
度

を
申
請
す
る
と
保
険
料
の
全
額
を
納

付
猶
予
で
き
ま
す
。納
付
猶
予
制
度
で

は
、申
請
者
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の

み
を
審
査
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

● 

学
生
の
人
に
は
学
生
納
付
特
例
制
度

　

申
請
者
本
人
が
学
生
で
、所
得
が

一
定
以
下
の
場
合
は
、学
生
納
付
特

例
制
度
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を

猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
や
猶
予
を
受
け
た
後
、経
済

的
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
は
、追
納

制
度
を
利
用
す
る
と
将
来
受
け
と
る

老
齢
基
礎
年
金
額
が
満
額
に
近
づ
き

ま
す
。免
除
や
猶
予
を
受
け
た
場
合

は
、過
去
10
年
前
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
の
手
続
き
は
、年
金
事
務
所

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の
に

必
要
な
期
間（
受
給
資
格
期
間
）が
、

「
25
年
」か
ら「
10
年
」に
短
縮
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。日
本
年
金
機

構
で
は
、こ
れ
ま
で
に
対
象
と
な
る

方
に
、黄
色
の
封
筒（
A
４
サ
イ
ズ
）

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。制
度
の
開

始
は
、平
成
29
年
８
月
１
日（
最
も
早

い
年
金
の
お
支
払
い
は
平
成
29
年
10

　

日
本
の
公
的
年
金
に
は
、国
民
年
金（
基
礎
年
金
）や
厚
生
年
金
保
険
、共
済
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
基
礎
と
な
る
制
度
で
、20
～
59
歳
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。

国
民
年
金
は
３
種
類

  （
老
齢
・
障
害
・
遺
族
）の

   
基
礎
年
金

保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は

保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
は　
　

追
納

年
金
受
給
期
間
が
短
縮
さ
れ

ま
す
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皆
様
は
麻
酔
科
と
い
う
科
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

麻
酔
科
医
は
手
術
室
で
麻
酔
を

か
け
て
い
る
と
い
う
印
象
を
お

持
ち
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
痛
み
の
治
療
、
緩
和
ケ
ア
な
ど
の
仕
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
麻
酔
科
医
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
手
術
室
で
の
麻
酔
に
つ
い
て

　

麻
酔
科
医
が
手
術
で
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
、
麻
酔
を
か
け
る
こ
と
、
手
術
中
は
も
ち
ろ

ん
手
術
後
の
「
痛
み
」
を
と
る
こ
と
で
す
。
麻

酔
と
は
、
手
術
の
際
に
生
じ
る
痛
み
な
ど
の
ス

ト
レ
ス
か
ら
患
者
さ
ん
を
守
り
、
呼
吸
・
循
環

を
含
め
た
全
身
管
理
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

麻
酔
科
医
は
安
全
に
麻
酔
を
か
け
る
た
め
に
、

過
去
に
治
療
さ
れ
た
病
気
、血
液
検
査
、心
電
図
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
の
術
前
検
査
や
、
現
在
の
患

者
さ
ん
の
全
身
状
態
を
詳
し
く
診
察
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
ん
な
手
術
を
す
る
の
か
、
手
術
中
、

手
術
後
の
痛
み
を
ど
の
よ
う
に
な
く
す
か
を
考

え
、
最
適
な
麻
酔
方
法
を
選
択
し
て
い
き
ま
す
。

　

麻
酔
に
は
、
全
身
麻
酔
と
局
所
麻
酔
が
あ
り
、

局
所
麻
酔
は
脊
髄
く
も
膜
下
麻
酔
、
硬
膜
外
麻

酔
、
伝
達
麻
酔
な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
単
独
で
行
う
場
合
と
、
併
用
し
て
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
硬
膜
外
麻
酔
、伝
達
麻
酔
（
神

経
ブ
ロ
ッ
ク
）
は
、
神
経
の
近
く
に
局
所
麻
酔

薬
を
注
入
す
る
こ
と
で
痛
み
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
麻
酔
で
す
。
神
経
の
近
く
に
細
い
管
を
留

置
す
る
こ
と
で
、
手
術
後
も
局
所
麻
酔
薬
を
注

入
し
続
け
る
こ
と
も
で
き
、
手
術
後
の
痛
み
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て

　

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
帯た

い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
後
神

経
痛
、
三さ

ん
さ叉

神
経
痛
、
頭
痛
、
腰
背
部
痛
な
ど
、

全
身
の
あ
ら
ゆ
る
「
痛
み
」
で
困
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
の
痛
み
の
原
因
を
診
断
し
、
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
麻
酔
科
医
は
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
や
、

鎮
痛
薬
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
ま
す
か
ら
、
痛

み
の
原
因
と
な
る
神
経
を
特
定
し
神
経
ブ
ロ
ッ

ク
で
治
療
し
た
り
、
鎮
痛
効
果
の
あ
る
様
々
な

内
服
薬
を
使
っ
て
治
療
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
東
洋
医
学
的
な
診
察
や
治
療
も
取
り

入
れ
、
漢
方
薬
も
用
い
て
治
療
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
漢
方
薬
の
生
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
附ぶ

し子
（
ト
リ
カ
ブ
ト
）
は
慢
性
疼と
う

痛
を
治
す

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
と

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
因
で
最
も
多
い
病
気

で
す
。
が
ん
患
者
さ
ん
は
、
が
ん
自
体
の
症
状

の
ほ
か
に
、「
痛
み
」
な
ど
様
々
な
身
体
的
な
症

状
や
、
落
ち
込
み
、
悲
し
み
な
ど
の
精
神
的
な

苦
痛
を
経
験
し
ま
す
。

　

麻
酔
科
医
は
痛
み
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
様
々
な

苦
痛
に
対
し
て
、
鎮
痛
薬
や
、
神
経
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
を
行
う
こ
と
で
痛
み
を
和や

わ

ら
げ
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
麻
酔
科
医
は
痛
み
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
、
様
々
な
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
も
、
手
術
や
痛
み
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
麻
酔
科
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

麻
酔
科
医
の
仕
事
に
つ
い
て

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
麻
酔
科　
助
教　
浅
野 

伸
将

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　平成29年度第2回目山梨県警察官採用試験を実
施します。
◆採用試験日程等
　○警察官A（平成30年4月採用）
　　採用予定人員　男性10名程度　
	 　　　　　　　　武道指導2名程度
	 　　　　　　　　女性2名程度
　○警察官B（平成30年4月採用）
　　採用予定人員　男性23名程度　女性6名程度
　受付期間　7月24日（月）から8月18日（金）まで
　　　　　　（電子申請は8月10日（木）まで）
　第1次試験日　9月17日（日）

〈試験に関する問い合わせ・採用試験案内請求先〉
●南甲府警察署警務課
　☎055-243-0110

●県警察ホームページ 
　http://www.pref.yamanashi.jp/police

　チカンやひったくり、ストーカーなど女性の暮らしには女
性ならではの危険がつきまといます。
　「自分だけは、大丈夫！」という甘い考えから、被害に遭うこ
とも少なくありません。
　それらの危険から身を守るためには、ただ「用心している」
というだけではなく、自分自身で犯罪を防ぐ強い気持ちを持
たなくてはいけません。
　これからの季節、「外出時の服装」などにも気を使いましょう。
　外出時は、チカン、ひったくりなどに注意が必要です。
　日頃から周囲に注意を向けるくせをつけましょう。
○	防犯ブザーを携行し、周囲に見える場所につける
○	露出度の多い服装は避ける
○	できるだけ明るい道や人通りの多い道を通行する
　（ひったくりを防ぐためにバッグは建物側に持つ）
○	歩きながらの通話やメールなど、携帯電話やスマートフォンの「な

がら歩き」は避ける
○	鍵は、カバンの中の同じ場所に入れて置き、取り出しやすいようにする
○	チカンに遭いそうになったら「やめて！」などと大声で叫ぶ
　これからの季節、性犯罪の発生が多くなる時期です。
　みなさまの「安全で安心できる生活」のために、自宅等の付近
で不審者を見かけた際は、110番通報、又は最寄りの警察署、
交番・駐在所への通報をお願いします。

性犯罪に遭わないために警察官採用のお知らせ

No.122
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!
愛育班員全国大会へ参加してきました子宮頚

けい
がん検診の申込は

お済みですか？
　毎年この時期になると、「今年も愛育さ
ん、検診の取りまとめに来てくれるだよ
ね」との声があちらこちらから聞こえて
きます。
　平成 20 年に再開したこの活動は、会員
の皆さんへ直接声かけをしながら、子宮
頚
けい

がん検診の申込みを取りまとめ、受診
券のお渡しをしている“愛育会”ならで
はの訪問活動です。そのおかげで、受診
率は年々増加傾向にあり、昨年は 62％を
超えました。

　いつまでも健康でいつづける
ために…今年も親子で、または
ご友人と一緒に誘い合って受診
してみませんか？

　４月 19 日、東京赤坂明治記念館に
て第 49 回愛育班員全国大会へ参加し
ました。
　特別講演では、小児精神科医の渡辺
久子氏より『愛育班員から伝えてほし
い～愛着のある育児の大切さ～』と題しお話がありまし
た。「日本の子どもは絶

ぜつめつ
滅危

き ぐ
惧種

しゅ
です」というショッキン

グな言葉から、現代の子育て環境に警
けいしょう

鐘を鳴らすもので
した。
　「忙しい毎日の中でも、父と母が子に密にふれあい愛情
を注ぎ、育児を楽しいと感じられる環境を整える必要が
ある。そのためには、育児をする父と母を見守り、必要
な時には手助けするなど、地域のつながりや支えが大切
である。」と、一時間ではとても消化しきれないほど中身
の濃い貴重な研修となりました。

『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』
Ⅱ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
　
福
田 

聖
子
（
築
地
新
居
区
）

No.153

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
は
、
今
年
度

の
本
委
員
会
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
国
の
重
点
政
策

で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
政
策
は
、
少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

働
く
女
性
が
子
育
て
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
目
的

に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
子
育
て
は
女
性
だ
け
が
担

う
も
の
で
は
な
く
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
な

ど
の
固
定
的
な
考
え
も
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
出
生
率
は
上
が
ら
ず
、
５
割
の
女

性
が
第
一
子
を
出
産
す
る
と
、
離
職
し
て
し
ま
う

と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

高
度
成
長
期
以
来
、
日
本
は
長
時
間
労
働
が
一

般
的
と
な
り
ま
し
た
。
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に

よ
り
、
女
性
も
男
性
と
同
じ
よ
う
に
働
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
社
畜
」・「
ブ
ラ
ッ
ク
」な
ど
の
言
葉
が

生
ま
れ
、
近
年
で
は
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
長
時
間
労
働
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
働
く
夫
婦
は
、
我
が
子
を
十
分
に

育
て
る
こ
と
が
難
し
く
、
ど
ち
ら
か
が
離
職
し
て

子
育
て
に
専
念
し
な
け
れ
ば
、
生
活
も
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
日
本
は
ま
だ
ま
だ
男
性
社
会
で
す
。
そ

の
た
め
女
性
が
離
職
し
て
子
育
て
に
専
念
し
た
り
、

仕
事
を
続
け
て
子
供
を
産
ま
な
い
か
、
家
庭
自
体
を

持
た
な
い
か
、
と
い
う
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

わ
け
で
す
。

　

さ
て
最
近
、
家
事
や
子
育
て
を
楽
し
む
、
家
族

の
一
員
と
し
て
共
に
味
わ
う
、
家
族
や
友
人
と
過

ご
す
時
間
に
充
実
感
を
持
つ
、
趣
味
や
健
康
の
た

め
の
時
間
を
楽
し
む
、
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
自
分
を
提
供
す
る
喜
び
を
大
事
に
す
る

…
等
々
、
自
ら
の
身
体
と
心
の
健
康
、
豊
か
さ
に

人
生
の
価
値
を
感
じ
、
互
い
の
働
き
方(

ワ
ー
ク)

と
生
活(

ラ
イ
フ)

の
バ
ラ
ン
ス
を
認
め
合
い
、
自

他
共
に
人
生
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
新
た
な
考

え
や
価
値
観
が
広
が
り
始
め
ま
し
た
。

　

男
女
が
尊
重
し
合
い
、
互
い
に
そ
の
個
性
や
能

力
を
発
揮
す
る
社
会
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
で

す
。
全
て
の
人
が
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
上

手
に
取
っ
て
い
き
、
認
め
合
う
こ
と
が
結
果
的
に

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
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町
内
各
地
区
の
お
祭
り
等
を
ご
案

内
し
ま
す
。
日
程
・
内
容
等
は
、
天

候
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
区
か
ら
の
回
覧

や
区
内
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
西
条
二
区
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

　
梅
の
木
公
園
親
子
祭
り

・
日
時　
７
月
９
日
（
日
）
午
前
11

時
～
午
後
２
時

・
場
所　
西
条
二
区　
梅
の
木
公
園

　
　
　
　
（
西
条
４
３
５
８
‐
３
）

・
内
容　
流
し
そ
う
め
ん
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
各
種
模
擬
店

・
そ
の
他　
か
き
氷
等
は
無
料
配
布

　
　
　
　
　
※
無
く
な
り
次
第
終
了

◎
築
地
新
居
区

組
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
築
地
新
居
区
民
の
親
睦
を
図
る
行

事
で
す
。
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま
し
ょ

う
。

・
日
時　

７
月
23
日
（
日
）　

午
前

９
時
～
（
30
分
前
に
集
合
）

・
場
所　
釜
無
工
業
団
地
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
築
地
新
居
１
６
２
７‐
１
）

・
内
容　

①
団
体
戦
（
組
対
抗
戦
）

　
　

②
個
人
戦

・
そ
の
他　

用
具
の
貸
出
し
あ
り

（
マ
ー
カ
ー
［
コ
イ
ン
］
は
各

自
用
意
）、
当
日
参
加
可

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
夏
休
み
に
、
地
震
や
火
事
へ
の
備

え
を
、
親
子
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

日
時　
８
月
19
日
（
土
）
午
前
７
時

45
分
～
午
後
４
時
30
分

集
合　
町
立
図
書
館
北
側
駐
車
場

研
修
先　

東
京
消
防
庁
立
川
防
災

館
、
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

募
集
対
象
・
人
数　
町
内
在
住
の
小

学
生
の
親
子
10
名
（
先
着
順
）

　
※
保
険
加
入
の
都
合
上
、
未
就
学

児
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

費
用　
無
料
（
昼
食
あ
り
）

受
付
開
始　
７
月
10
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
夏
休
み
の
一
日
、
上
下
水
道
局
の

施
設
で
、
水
に
つ
い
て
学
べ
る
親
子

上
下
水
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
１
日
（
火
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

集
合
場
所　

甲
府
市
上
下
水
道
局

（
甲
府
市
下
石
田
二
丁
目
23
番
１
号
）

見
学
場
所　
荒
川
ダ
ム
、
平
瀬
浄
水

場
、
甲
府
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

定
員　
小
中
学
生
の
親
子
40
名
（
先

着
順
）
※
小
学
４
年
生
以
上
は
子

供
の
み
の
参
加
も
可

費
用　
無
料
（
昼
食
は
各
自
持
参
）

受
付
期
間

　
７
月
３
日
（
月
）
～
18
日
（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
上
下
水
道
局　
経
営
企
画
課

　
　
　
　
（
☎
２
２
８
‐
３
３
１
７
）

　
私
た
ち
の
住
む
ふ
る
さ
と
で
あ
る

昭
和
町
や
近
隣
市
（
甲
府
・
甲
斐
・

中
央
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
作
品　

地
域
の
自
然
・
風
景
、

伝
統
芸
能
・
祭
り
・
催
し
、
名
所
・

史
跡
・
旧
跡
、
想
い
出
の
場
所
、

地
域
の
特
産
品
、
地
域
の
将
来
・

未
来
・
夢
の
い
ず
れ
か
を
テ
ー
マ

に
描
い
た
絵
画

参
加
対
象　
町
内
在
住
の
小
中
学
生

応
募
規
定　
○
Ｂ
４
ま
た
は
八
つ
切

り
サ
イ
ズ
画
用
紙
を
使
用
○
作
品

の
裏
面
に
タ
イ
ト
ル
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
付
）・
性
別
・
学

校
名
・
学
年
を
明
記
○
応
募
は
一

人
一
点
と
し
未
発
表
の
も
の
に
限

る
○
作
品
の
版
権
・
著
作
権
は
甲

府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
に
帰

属
○
作
品
は
返
却
不
可
○
優
秀
作

品
は
各
市
町
へ
の
巡
回
展
示
の
ほ

か
表
彰
あ
り

締
め
切
り　
９
月
４
日
（
月
）
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
番
23
号

　
　
　
　
（
☎
２
２
８
‐
７
６
４
１
）

①
ス
リ
ム
＆
シ
ェ
イ
プ
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
教
室

・
日
時　
７
月
11
日
～
９
月
26
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
８
月

15
日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
・
全

11
回
）

・
定
員　
20
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
曽
根
眞
由
美 

氏

・
受
付
開
始

　
７
月
７
日
（
金
）
午
前
10
時
～

②
パ
ン
チ
＆
キ
ッ
ク
教
室

・
日
時　
７
月
11
日
～
９
月
26
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
８
月
15
日
を
除
く
毎
週
火
曜

日
・
全
11
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
７
日
（
金
）
午
前
10
時
～

③
バ
レ
ト
ン
教
室

・
日
時　
７
月
12
日
～
９
月
27
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
（
毎
週
水
曜

日
・
全
12
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
６
０
０
円

・
講
師　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
～

④
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

・
日
時　
７
月
12
日
～
９
月
27
日

　
　
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

　
　
（
８
月
９
日
を
除
く
毎
週
水
曜

日
・
全
11
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
内
野
百
合
子 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
～

⑤
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教
室

・
日
時　
７
月
13
日
～
９
月
28
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
（
毎
週
木
曜

日
・
全
12
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
６
０
０
円

・
講
師　
塩
田
智
子 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
～

⑥
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
午
後
の
部
）

・
日
時　
７
月
14
日
～
９
月
29
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時（
８
月
11
日
、

18
日
を
除
く
毎
週
金
曜
日
・
全

10
回
）

・
定
員　
20
名

・
受
講
料　
３
０
０
０
円

・
講
師　
久
保
田
美
惠 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
～

⑦
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
夜
の
部
）

・
日
時　
７
月
14
日
～
９
月
29
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
８
月
11
日
、
18
日
を
除
く
毎

週
金
曜
日
・
全
10
回
）

・
定
員　
20
名

・
受
講
料　
３
０
０
０
円

・
講
師　
久
保
田
美
惠 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
～

場
所　
町
立
温
水
プ
ー
ル

対
象　
町
内
在
住
18
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　
　
（
高
校
生
を
除
く
）

持
ち
物

［
①
～
④
各
教
室
共
通
］
動
き
や
す

い
服
装
、
タ
オ
ル
、
上
履

［
⑤
～
⑦
各
教
室
共
通
］
動
き
や
す

い
服
装
、
タ
オ
ル

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
プ
ー
ル
の

フ
ロ
ン
ト
に
て
先
着
順
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
※
参
加
す
る
ご
本
人
ま
た
は
家
族

　
の
方
が
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
※
妊
娠
中
の
方
及
び
お
子
様
連
れ

　
で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
※
申
込
み
さ
れ
た
方
の
み
が
参
加

　
で
き
ま
す
。

そ
の
他　
受
講
料（
施
設
使
用
料
含
）

は
各
教
室
の
初
回
に
全
額
を
一
括

集
金
。
自
己
都
合
に
よ
る
キ
ャ
ン

セ
ル
及
び
欠
席
は
返
金
不
可
。
教

室
に
参
加
す
る
に
は
、
利
用
者
証

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
町
立
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
９
８
１
１
）

　
多
肉
植
物
の
育
て
方
を
学
び
、
寄

せ
植
え
を
し
て
、
初
夏
に
涼
や
か
な

空
間
を
演
出
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
14
日
（
金
）

　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
材
料
費
２
０
０
０
円

講
師　
花
倶
楽
部 

渡
辺
美
佐
子 

氏

対
象　
町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

　
　
（
男
女
問
わ
ず
参
加
可
）

持
ち
物　
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
、
花
き

　
　
り
は
さ
み
（
あ
る
方
）

　
　
　
　
※
汚
れ
て
も
良
い
格
好
で

場
所　
総
合
会
館
２
階　
軽
運
動
室

受
付
開
始

　
７
月
３
日
（
月
）
午
前
９
時
～　

　
　
　
（
土
日
・
祝
祭
日
は
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

し
ょ
う
わ
（
☎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

　

ゴ
ル
フ
が
上
手
く
な
り
た
い
方
、

始
め
て
み
た
い
と
い
う
方
、
仲
間
を

誘
っ
て
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
８
月
３
日
～
８
月
24
日

　
午
後
７
時
15
分
～
９
時
15
分
（
８

月
15
日
を
除
く
毎
週
火・木
曜
日
、

全
６
回
）

場
所　
徳
行
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

　
（
甲
府
市
徳
行
５
丁
目
５
‐
１
）

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
保
険
代
）

　
※
ボ
ー
ル
代
１
５
０
０
円
／
１
回

は
別
途
参
加
者
負
担

持
ち
物　
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
お
持
ち

で
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
男
性
を
対
象
に
無
料
の
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生
以
上
の
お

子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
の
参
加
も
歓

迎
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
22
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
（
受
付　
午
前
９
時
45
分
）

場
所　
総
合
会
館
２
階　
調
理
室

献
立　
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
マ
ー
ボ
ー
な

す
他

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

締
め
切
り　
７
月
14
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
東
京
に
住
む
山
梨
県
人
会
の
子
ど

も
た
ち
と
、
テ
ン
ト
、
宿
泊
棟
に
宿

泊
し
、
野
外
炊
飯
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
等
で
交
流
を
深
め
ま
す
。

日
時　
７
月
28
日（
金
）～
30
日（
日
）

２
泊
３
日

会
場　
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家

費
用　
５
０
０
０
円
（
別
途
補
助
あ

り
）

締
め
切
り　
７
月
14
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

地
区
お
祭
り
等
案
内

親
子
防
災
体
験
研
修

温
水
プ
ー
ル　
各
種
教
室
募
集

夏
休
み
親
子
上
下
水
道
教
室

ふ
る
さ
と
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

い
き
い
き
講
座

　
　

  

多
肉
植
物
寄
せ
植
え
教
室

昭
和
町 

ゴ
ル
フ
教
室

男
性
の
料
理
教
室

夏
休
み
ふ
る
さ
と
子
ど
も
ラ
ン

ド
カ
ー
ニ
バ
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
町
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

昭
和
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
子
供
た
ち
に
バ

レ
ー
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
す
る
こ
と

で
様
々
な
こ
と
を
学
べ
る
よ
う
練
習
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、４
～
６
年
生
の
22
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
仲
間
づ
く
り
、
成
長
期
の
子
ど

も
の
体
作
り
な
ど
、
多
く
の
事
を
学
ん
で
い
ま
す
。
公
式
戦
で
は
一

試
合
で
も
多
く
勝
利
で
き
る
よ
う
に
、
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
練
習

し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
監
督
、
コ
ー
チ
と
お
姉
さ
ん
達
が
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

○練習日
　水・金曜日　午後 5 時 30 分～ 8 時 00 分
　土・日曜日　　　練習または試合
○練習場所
　昭和町総合体育館ほか

INFORMATION CORNER  
暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。
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　５月は、先月と比較すると
全体の収集量は約５９ｔ増の
３５１ｔとなり、一世帯あたり
の収集量では先月に比べ７ｋｇ
増の４２ｋｇとなりました。引
き続きReduce（リデュース＝ご
みを出さない）Reuse（リユー
ス＝ごみを再使用する）Recycle
（リサイクル＝ごみを再利用す
る）の再確認、生ごみの水切り
やごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った５月分の医療費は、
約 9,496 万 4 千円（前年
同月比 6.25% の減）です。
＊接骨院等では、保険証
が使える施術と使えない
施術があります。単なる
肩こりや筋肉疲労などの
施術では使えません。

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

5月4月3月2月1月12月11月

常永地区押原地区西条地区

40

46

41

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

防災一口メモ　～夏休み～ 家族で防災！
　子どもたちが夏休みに入り、子どもだけで留守番をするご家庭や
祖父母などに子どもを預けることもあるかと思います。また、子ど
もだけで出かける機会も多くなるシーズンです。万が一に備えて、
「避難方法」や「家族との連絡方法」などを、夏休み前に家族みん
なで話し合っておきましょう。

女性防災ネット昭和

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

☆子どもだけで留守番している時
☆祖父母と一緒にいる時
☆子どもが遊びに行っている時

☆家族で出かけている時
☆部活動などで学校にいる時

INFORMATION CORNER  
暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
県
で
は
、「
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
ま
す
。
身
近
な
問
題

や
気
に
な
る
こ
と
を
、
統
計
グ
ラ
フ

と
し
て
ま
と
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

課
題　
自
由
（
た
だ
し
小
学
校
４
年

生
以
下
の
児
童
に
つ
い
て
は
自
ら

観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結
果
を
グ

ラ
フ
に
し
た
も
の
）

規
格　
Ｂ
２
判

応
募
資
格　
小
学
生
以
上
で
県
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
の
方

そ
の
他　

優
秀
作
品
は
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
品

締
め
切
り　
９
月
５
日
（
火
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
統
計
調
査
課

　
　
　
　
　
山
梨
県
庁
北
別
館
５
階

　
　
　
　
（
☎
２
２
３
‐
１
３
４
０
）

　
「
住
宅
の
耐
震
診
断
っ
て
何
？
」

「
耐
震
改
修
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す

る
の
？
」「
補
助
金
は
あ
る
の
？
」

　
町
お
よ
び
県
で
は
、
要
望
が
あ
れ

ば
住
宅
の
耐
震
化
に
関
す
る
疑
問
に

つ
い
て
、
職
員
が
団
体
・
グ
ル
ー
プ

の
会
合
等
に
伺
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
映
像
等
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
「
建
築
物
防
災
出
張
講
座
」

を
無
料
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
都
市
整
備
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
４
１
３
）

　
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
資
格
取
得

の
た
め
の
講
習
会
で
、
安
全
運
転
・

介
護
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
程　
８
月
30
日
、
31
日　
午
前
９

時
～
午
後
５
時

会
場　

韮
崎
市
「
勤
労
青
年
セ
ン

タ
ー
」

定
員　
15
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

受
講
料　
無
料

締
め
切
り　
７
月
18
日
（
火
）

要
件　
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
以
上
の
方
（
要
事
前
登
録
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
山
梨
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
　
　
　
（
☎
２
２
８
‐
８
３
８
３
）

　

高
齢
者
の
健
康
維
持
に
つ
な
が

る
、
家
庭
で
の
伝
統
料
理
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
料
理
の
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
も
し
く
は
そ
の
方
と
同
一
世

帯
の
方

応
募
期
間　
７
月
３
日
（
月
）
～
８

月
31
日
（
木
）
必
着

応
募
方
法　
専
用
の
応
募
用
紙
に
作

品
の
写
真
（
一
人
前
）
を
添
付
し

て
「
広
域
連
合
」
へ
郵
送

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　
総
務
課

　
　
　
　
（
☎
２
３
６
‐
５
６
７
１
）

　
経
営
指
導
員
は
、
地
区
内
の
小
規

模
事
業
者
が
抱
え
る
、
経
営・金
融・

税
務
・
経
理
・
労
務
等
の
経
営
上
必

要
な
課
題
に
つ
い
て
、
事
業
所
へ
の

巡
回
指
導
や
窓
口
相
談
を
通
じ
て
支

援
を
行
い
、
経
営
の
改
善
・
成
長
・

安
定
を
図
り
ま
す
。

採
用
人
員　
若
干
名
（
受
験
資
格
が

あ
る
た
め
詳
細
は
要
確
認
）

採
用
予
定
日　
平
成
30
年
４
月
１
日

募
集
期
間　
６
月
12
日
（
月
）
～
８

月
10
日
（
木
）

試
験　
①
書
類
選
考　
②
１
次
試
験

９
月
17
日
（
日
）
一
般
教
養
・
職

場
適
応
性
検
査

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
山
梨
県
商
工
会
連
合
会　
総
務
課

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
２
１
１
５
）

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な

し
で
は
、
土
地
の
境
界
問
題
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相

談
は
、「
土
地
家
屋
調
査
士
」
と
「
弁

護
士
」が
協
力
し
て
お
受
け
し
ま
す
。

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
ま

ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
甲
府
市
国
母
八
丁
目
13
番
30
号

　
　
　
　
（
☎
２
２
５
‐
３
７
３
７
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

腹
這
い
て
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
で
パ
ド
リ
ン
グ

　

腕
か
い
な

ふ
る
っ
て
競
う
幼
な
子

山
下
美
津
子

明
け
方
の
夢
に
来
た
夫つ

ま

言
葉
な
く

　

又
去
り
て
行
く
後
ろ
姿
よ

徳
江
恵
美
子

使
い
た
る
物
は
決
め
の
位
置
に
お
く

　

周
到
と
言
う
母
に
学
び
て

佐
野　

一
枝

八
王
子
よ
り
ス
ー
パ
ー
あ
ず
さ 

す
き
ず
き
で

　

右
に
左
に
花
満
喫
す

輿
石
ミ
ス
子

手
の
平
に
毬
を
載
せ
た
り
遊
ん
だ
日

　

そ
の
子
も
二は

た

ち

十
歳
遠
き
日
の
想
い

佐
野
さ
よ
乃

楽
し
げ
に
球
打
つ
友
等
見
て
い
た
り

　

退
院
三
日
の
朝
の
ひ
と
と
き

輿
石
さ
だ
代

皐
月
の
庭
優
し
く
て
ら
す
月
明
か
り

　

母
は
我
が
家
を
照
ら
す
月
か
な

石
原　

明
子

遠
く
住
む
心
許
せ
る
友
の
あ
り

　

た
ま
さ
か
の
電
話
心
安
け
き

磯
部　

信
与

拘
こ
だ
わ

り
は
心
の
隅
に
沈
丁
花

　

微
か
匂
い
て
癒
し
て
く
れ
る

松
田　

君
江

短
歌

自
転
車
の
サ
ド
ル
に
掛
け
し
半は

ん
て
ん纏

の

　

温
も
り
優
し
祖
父
を
こ
い
し
き

河
田
よ
し
恵

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
介
護
施
設
運
転
講
習
会

山
梨
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

「
わ
が
家
の
レ
シ
ピ
」
募
集

建
築
物
防
災
出
張
講
座

経
営
指
導
員
を
募
集

　
昭
和
町
の
第
２
次
食
育
推
進
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
公
募
委
員
の
方
に
は
、
町

が
選
任
し
た
委
員
と
と
も
に
、
町
の

食
育
に
関
し
て
、
現
状
の
把
握
や
問

題
点
の
抽
出
、
今
後
の
目
標
な
ど
ご

意
見
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
検
討

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格　

　
①
町
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

②
食
育
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お

　
　
持
ち
で
、
年
４
回
程
度
の
委
員

　
　
会
（
平
日
午
後
又
は
夜
）
に
出

　
　
席
で
き
る
方

　
③
本
町
の
他
審
議
等
の
公
募
に
よ

　
　
る
委
員
で
な
い
方

応
募
人
員　
一
～
二
名
程
度

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で

応
募
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

の
他
、
下
記
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
、
ご
応
募
く

だ
さ
い

　
◇
レ
ポ
ー
ト
テ
ー
マ
「
私
の
考
え

る
食
育
と
は
」
８
０
０
字
程
度

選
考
方
法　
書
類
選
考
（
結
果
は
文

書
で
お
知
ら
せ
）

締
め
切
り　
７
月
18
日
（
火
）
必
着

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
い
き
い
き
健
康
課　
健
康
増
進
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
５
）

　
お
子
さ
ん
の
入
進
学
に
必
要
な
資

金
計
画
は
お
済
み
で
す
か
？
大
学
や

高
校
に
入
進
学
す
る
際
に
は
、
入
学

金
・
授
業
料
の
ほ
か
、
施
設
設
備
費

や
制
服
代
な
ど
の
経
費
が
必
要
で

す
。
山
梨
県
で
は
母
子
・
父
子
・
寡

婦
家
庭
の
お
子
さ
ん
の
入
進
学
に
必

要
な
資
金
計
画
に
つ
い
て
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金　
貸

付
限
度
額
の
例

　
〈
公
立
高
校
・
自
宅
通
学
の
場
合
〉

○
修
学
資
金　

月
額
２
万
７
千
円

（
み
ど
り
奨
学
会
、
日
本
学
生
支

援
機
構
の
奨
学
金
と
の
併
用
は
で

き
ま
せ
ん
）

○
就
学
支
度
資
金　
15
万
円

問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
中
北
保
健
福
祉
事
務
所 

福
祉
課　
児
童
家
庭
担
当

　
　
　
　
（
☎
２
３
７
‐
１
３
８
１
）

　
国
で
は
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

方
へ
の
「
特
別
弔
慰
金
（
第
10
回
）」

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
お
盆
で
故
人

を
偲
ぶ
こ
の
夏
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て

い
な
い
方
は
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日

に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場

合
の
次
の
方
。

１　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２　
戦
没
者
等
の
子

３　
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

４　
戦
没
者
等
の
３
親
等
内
の
親
族

※
支
給
は
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人

の
み
。
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

生
計
関
係
の
有
無
な
ど
条
件
あ

り
。

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
・
５
年
償

還
の
記
名
国
債
と
し
て

申
請
期
限　
平
成
30
年
４
月
２
日

問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
長
寿
社
会
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

　
西
条
一
区
、
西
条
二
区
、
清
水
新

居
、
西
条
新
田
の
４
つ
の
区
か
ら
な

る「
西
条
地
区
献
血
協
力
会
」で
は
、

次
の
と
お
り
、
献
血
バ
ス
を
招
き
、

献
血
を
募
集
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
７
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

　
　
　
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
甲
府
昭

和
店　
正
面
入
り
口
前

　
　
　
　
（
昭
和
町
西
条
13
‐
１
）

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
赤
十
字
献
血
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
５
１
‐
５
８
９
１
）

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

は
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円

で
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間

　
７
月
18
日（
火
）～
８
月
10
日（
木
）

抽
せ
ん
日　
８
月
20
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
市
町
村
振
興
協
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
７
‐
３
１
５
３
）

昭
和
町
食
育
推
進
協
議
会
の

公
募
委
員
を
募
集

母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ

戦
没
者
遺
族
へ
の
特
別
弔
慰
金

を
ご
請
求
く
だ
さ
い

で
っ
か
く
当
た
る
！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

土
地
の
境
界
問
題
に
困
っ
た
ら
…
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◦チャイルドシート貸与事業◦
利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子供の保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）
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～『食』を通じて人を『育』む～

食生活改善推進員会  事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

食育推進の主役はあなたです！今回は“昭和町食生活改善推進員会”から

食生活改善推進員会  事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

みんなの食育
　甲府盆地で作られる「なす」は、昼と夜の寒暖
差により、皮がやわらかく、美味しくできます。
そのため、昔から昭和町では「なす」がよく作ら
れています。水分をたくさん含んでいる「なす」
は美味しいですよね。昭和町は水源が多く『水の
里しょうわ』とも言われており、より美味しい
「なす」を作ることができます。
　古くから「なす」は、体を冷やす作用があり、
体の余分な熱をとり、火

ほ て
照りを鎮

しず
めてくれると言

われています。夏バテ解消のためにも、美味しく
いただきましょう。

なすとズッキーニの甘みそかけ
～ 今月は「河東中島地区 食生活改善推進員」からのレシピです ～
◆ 材料（４人分）
＊なす…小２本（１２０ｇ）
＊ズッキーニ
　　………1/2 本（８０ｇ）
＊サラダ油 ………大さじ１
　＊水 ……………大さじ２
　＊ピーナッツ粉
　　　　…………大さじ１
　＊みそ…………小さじ２
　＊みりん………小さじ２
　＊砂糖…………小さじ２

◆ 作り方
①なすはヘタを取り1.5ｃｍ厚さ、ズッキーニは１ｃｍ

の厚さに切ります。しその葉は細かく刻みます。
②なすは皿に重ならないように並べ、ラップをして約

３分レンジで加熱します。
③Ａと、しその葉を混ぜ合わせます。
④フライパンに油を入れ、①のなすとズッキーニをや

わらかくなるまで焼きます。
⑤器に盛り、③の甘みそをかけます。
＊夏の時短レシピです。
＊ピーナッツ粉はすりごまでも美味しくいただけます。

＊青しそ ………２枚

Ａ

　
７
月
に
な
り
、
梅
雨
が
あ
け
れ
ば
夏
の
到

来
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
暑
く
な
り
ま
し

た
ね
。
役
場
で
は
、
今
年
も
環
境
経
済
課
に

よ
る
ゴ
ー
ヤ
ー
の
ツ
ル
を
使
っ
た
緑
の
カ
ー

テ
ン
や
職
員
み
ん
な
で
ク
ー
ル
ビ
ズ
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
の
表
紙
は
、
押
原
公
園
に
あ

る
噴
水
で
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
お
友
達

を
撮
影
し
ま
し
た
。
リ
ズ
ム
よ
く
出
て
く
る

噴
水
に
び
っ
く
り
し
た
り
、
は
し
ゃ
い
だ
り

…
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
涼
し
げ
に
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
夏
本
番
、
皆
さ
ん
も
暑

さ
に
負
け
な
い
よ
う
、
逆
に
暑
さ
を
楽
し
め

る
よ
う
に
無
理
な
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！
掲載者にはお子さんを表紙に使ったわが家だけ

4 4 4 4 4

の特別表紙をプレゼント
いたします。自慢のアイドルをぜひ広報にお寄せください。

申し込み・問い合わせ　企画財政課企画情報係（☎ 275-8154）

わが家のアイドル大募集！

おうぼ待って
る

よ
♪
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